
 

【表紙】  

【提出書類】 訂正有価証券届出書

【提出先】 関東財務局長殿

【提出日】 2021年7月19日

【発行者名】 株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　岡野　大

【本店の所在の場所】
東京都港区虎ノ門一丁目3番1号　東京虎ノ門グローバ

ルスクエア

【事務連絡者氏名】 北野 記実

【電話番号】 03-6810-7856
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

2020年9月30日付で関東財務局長に提出した有価証券届出書（以下「原届出書」といいます。）

について半期報告書の提出に伴う関係情報の更新等を行うため、また、記載事項の一部に訂正事

項がありますのでこれを訂正するため、本訂正届出書を提出いたします。

 

２【訂正の内容】

＜訂正前＞および＜訂正後＞に記載している下線部 は訂正部分を示します。

原届出書の下記の記載事項につきましては原届出書の更新後の内容を記載します。

「第二部ファンド情報 第１ファンドの状況 ３投資リスク」の参考情報

「第二部ファンド情報 第１ファンドの状況 ５運用状況」

「第二部ファンド情報 第３ファンドの経理状況」

「第三部委託会社等の情報 第１委託会社等の概況 ３委託会社等の経理状況」
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第一部　【証券情報】
 

（８）　【申込取扱場所】

＜訂正前＞

申込取扱場所は、下記の委託会社（販売会社）の照会先までお問合せください。

＜委託会社（販売会社）＞

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント

電話番号　03-6757-3414（受付時間：営業日の午前9時から午後5時まで）

ホームページ https://susten.jp/

 

（略）

 

＜訂正後＞

申込取扱場所は、下記の委託会社（販売会社）の照会先までお問合せください。

＜委託会社（販売会社）＞

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント

電話番号　03-6810-7856（受付時間：営業日の午前9時から午後5時まで）

ホームページ https://susten.jp/

 

（略）
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第二部　【ファンド情報】
 

第１　【ファンドの状況】

 

１　【ファンドの性格】

 

（１）【ファンドの目的及び基本的性格】

＜訂正前＞

①ファンドの目的

当ファンドは、市場中立型マルチ戦略により、主として国内外の株価指数先物取引、国債

先物取引および通貨先物取引等を利用しつつ、国内外の公社債等に投資して、株式市場と

の連動性は低位に維持しながら、原則として、長期的に日本円短期金利を上回る投資成果

の獲得を目指して運用を行います。

（略）

 

＜訂正後＞

①ファンドの目的

当ファンドは、委託会社が開発した計量モデルに基づく市場中立型マルチ戦略により、主

として国内外の株価指数先物取引、国債先物取引および通貨先物取引等を利用しつつ、国

内外の公社債等に投資して、株式市場との連動性は低位に維持しながら、原則として、長

期的に日本円短期金利を上回る投資成果の獲得を目指して運用を行います。

（略）

 

 

（２）【ファンドの沿革】

＜訂正前＞

2020年10月20日　　証券投資信託契約締結、設定、運用開始（予定）

 

＜訂正後＞

2020年10月20日　　証券投資信託契約締結、設定、運用開始

 

（３）【ファンドの仕組み】

＜訂正前＞

②委託会社の概況

　(イ）資本金の額

220百万円（2020年7月末現在）

 

（ロ）委託会社の沿革

2019年7月4日　　　 会社設立

2019年11月22日　資本金20百万円から61百万円に増資

2020年5月29日　　資本金61百万円から220百万円に増資

 

（ハ）大株主の状況（2020年7月末現在）

株主名称 住所 所有株数 比率

岡野 大 東京都世田谷区 1,250,000株 34.8％
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山口 雅史 東京都中央区 900,000株 25.1％

TUSICキャピタル１号投

資事業有限責任組合
東京都新宿区神楽坂一丁目3番地 718,500株 20.0％

 

（二）金融商品取引業者登録番号

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）　第3201号

 

＜訂正後＞

②委託会社の概況

　(イ）資本金の額

430百万円（2021年4月末現在）

 

（ロ）委託会社の沿革

2019年7月4日　　 会社設立

2019年11月22日　 資本金20百万円から61百万円に増資

2020年5月29日　　資本金61百万円から220百万円に増資

2020年6月26日　　金融商品取引業者登録（関東財務局長（金商）第3201号）

2021年4月30日　　資本金220百万円から430百万円に増資

 

（ハ）大株主の状況（2021年4月末現在）

株主名称 住所 所有株数 比率

岡野 大 東京都世田谷区 1,250,000株 31.1％

山口 雅史 東京都中央区 900,000株 22.4％

 

 

２　【投資方針】

 

（３）【運用体制】

＜訂正前＞

（略）

 

※上記の体制は、2020年7月末現在のものであり、将来変更される可能性があります。

 

＜訂正後＞

（略）

 

※上記の体制は、2021年4月末現在のものであり、将来変更される可能性があります。

 

（４）【分配方針】

＜訂正前＞

① 収益分配方針
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（略）

（ロ）分配対象額についての分配方針

委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少

額の場合には分配を行わないことがあります。

（ハ）留保益の運用方針

収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、特に制限を設けず、委託会社

の判断に基づき、前記の運用の基本方針に則した運用を行います。

なお、上記は収益分配方針であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証す

るものではありません。

（略）

 

＜訂正後＞

① 収益分配方針

（略）

（ロ）分配対象額についての分配方針

委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配を行わない

ことがあります。

（ハ）留保益の運用方針

収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、特に制限を設けず、委託会社

の判断に基づき、運用の基本方針に則した運用を行います。

なお、上記は収益分配方針であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証す

るものではありません。

（略）

 

３　【投資リスク】

 

＜訂正前＞

（１）ファンドのリスク

（略）

②株価変動リスク

当ファンドは、投資信託受益証券への投資を通じて、実質的には国内外の株式に投資する

ため、株式の投資に係る価格変動リスクを伴います。一般に、株式の価格は、個々の企業

の活動および業績、経営方針、ならびに法令順守の状況等に反応して変動するほか、投資

対象国の経済情勢および景気見通し、ならびに金利変動、為替相場およびそれらの見通し

等にも反応して変動します。したがって、保有する投資信託受益証券の価格が下落する

と、基準価額が下落する要因となります。

③金利変動リスク

当ファンドは、国内外の公社債等に投資するため、金利変動リスクを伴います。一般に、

公社債等の価格は、金利が上昇した場合には下落し、金利が下落した場合には上昇します

（価格の変動幅は、残存期間、発行体、公社債の種類等により異なります。）。したがっ

て、金利が上昇した場合、基準価額が下落する要因となります。

④信用リスク

当ファンドは、国内外の公社債等に投資するため、公社債等の発行体の経営・財務状況の

変化およびそれらに関する外部評価の変化等、信用状況によって変動し、特に発行体が財

政難や経営不安等により、利息および償還金をあらかじめ決定された条件で支払うことが

できなくなった場合（債務不履行）、またはできなくなることが予想される場合には、公

社債等の価格は大きく下落します（利息および償還金が支払われないこともありま
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す。）。したがって、このような状態が生じた場合には、基準価額が下落する要因となり

ます。

⑤為替変動リスク

当ファンドは、保有する外貨建資産の一部について、対円で為替ヘッジを行う場合があり

ますが、為替リスクを完全に排除できるのものではありません。また、為替ヘッジを行う

にあたり、ヘッジコストがかかります。 ヘッジコストとは、為替ヘッジに伴う経費を指

し、一般的に日本（円）と投資対象国（ヘッジ対象通貨）の短期金利差に相当します。日

本（円）よりも投資対象国（ヘッジ対象通貨）の短期金利が高い場合、この金利差分が収

益の低下要因となります。

⑥流動性リスク

当ファンドは、国内外の金融商品取引所に上場している株価指数先物取引、国債先物取引

および通貨先物取引等を利用するため、市場規模、取引量、取引規制等により十分な流動

性の下での取引を行えない場合には、市場実勢から期待できる価格どおりに取引できない

ことや、値動きが大きくなることがあり、基準価額に影響をおよぼす可能性があります。

⑦カントリーリスク

当ファンドは、国内外の金融商品取引所に上場している株価指数先物取引、国債先物取引

および通貨先物取引等を利用します。先物取引の価格は、対象指数や対象有価証券等の値

動き、先物取引市場の需給等を反映して変動するため、上場国の金融市場・証券市場が混

乱して、先物取引の価格が大きく変動する可能性があります。

⑧収益分配金に関する留意事項

収益分配は、計算期間中に発生した運用益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価

益を含　みます。））を超えて行われる場合があります。したがって、収益分配金の水準

は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

受益者の個別元本の状況によっては、収益分配金の全額または一部が、実質的に元本の一

部払い戻しに相当する場合があります。個別元本とは、追加型投資信託を保有する受益者

毎の取得元本のことで、受益者毎に異なります。

収益分配金は純資産総額から支払われます。このため、収益分配金支払い後の純資産総額

は減少することとなり、基準価額が下落する要因となります。計算期間中の運用収益以上

に収益分配金の支払いを行う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落する

ことになります。

 
（２）投資リスクに対する管理体制
 

（略）

※上記の体制は、2020年7月末現在のものであり、将来変更される可能性があります。

 

＜訂正後＞

（１）ファンドのリスク

（略）

②金利変動リスク

当ファンドは、国内外の公社債等に投資するため、金利変動リスクを伴います。一般に、

公社債等の価格は、金利が上昇した場合には下落し、金利が下落した場合には上昇します

（価格の変動幅は、残存期間、発行体、公社債の種類等により異なります。）。したがっ

て、金利が上昇した場合、基準価額が下落する要因となります。

③信用リスク

当ファンドは、国内外の公社債等に投資するため、公社債等の発行体の経営・財務状況の

変化およびそれらに関する外部評価の変化等、信用状況によって変動し、特に発行体が財

政難や経営不安等により、利息および償還金をあらかじめ決定された条件で支払うことが
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できなくなった場合（債務不履行）、またはできなくなることが予想される場合には、公

社債等の価格は大きく下落します（利息および償還金が支払われないこともありま

す。）。したがって、このような状態が生じた場合には、基準価額が下落する要因となり

ます。

④為替変動リスク

当ファンドは、保有する外貨建資産の一部について、対円で為替ヘッジを行う場合があり

ますが、為替リスクを完全に排除できるのものではありません。また、為替ヘッジを行う

にあたり、ヘッジコストがかかります。 ヘッジコストとは、為替ヘッジに伴う経費を指

し、一般的に日本（円）と投資対象国（ヘッジ対象通貨）の短期金利差に相当します。日

本（円）よりも投資対象国（ヘッジ対象通貨）の短期金利が高い場合、この金利差分が収

益の低下要因となります。

⑤流動性リスク

当ファンドは、国内外の金融商品取引所に上場している株価指数先物取引、国債先物取引

および通貨先物取引等を利用するため、市場規模、取引量、取引規制等により十分な流動

性の下での取引を行えない場合には、市場実勢から期待できる価格どおりに取引できない

ことや、値動きが大きくなることがあり、基準価額に影響をおよぼす可能性があります。

⑥カントリーリスク

当ファンドは、国内外の金融商品取引所に上場している株価指数先物取引、国債先物取引

および通貨先物取引等を利用します。先物取引の価格は、対象指数や対象有価証券等の値

動き、先物取引市場の需給等を反映して変動するため、上場国の金融市場・証券市場が混

乱して、先物取引の価格が大きく変動する可能性があります。

⑦収益分配金に関する留意事項

収益分配は、計算期間中に発生した運用益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価

益を含みます。））を超えて行われる場合があります。したがって、収益分配金の水準

は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

受益者の個別元本の状況によっては、収益分配金の全額または一部が、実質的に元本の一

部払い戻しに相当する場合があります。個別元本とは、追加型投資信託を保有する受益者

毎の取得元本のことで、受益者毎に異なります。

収益分配金は純資産総額から支払われます。このため、収益分配金支払い後の純資産総額

は減少することとなり、基準価額が下落する要因となります。計算期間中の運用収益以上

に収益分配金の支払いを行う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落する

ことになります。

 

（２）投資リスクに対する管理体制
 

（略）

※上記の体制は、2021年4月末現在のものであり、将来変更される可能性があります。

 

 

＜更新後＞

参考情報

＜当ファンドの年間騰落率及び分配金再投資基準価額の推

移＞

（2016年5月～2021年4月）

＜当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比

較＞

（2016年5月～2021年4月）
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〇当ファンドは設定日が2020年10月20日のため、分配金

再投資基準価額は2020年10月末から2021年4月末のデー

タを表示しています。一方、年間騰落率は各月末におけ

る直近1年間の騰落率の表示であるため、該当データは

ありません。

〇分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に

再投資したものとみなして計算していますので、実際の

基準価額とは異なる場合があります。

 〇当ファンドと代表的な資産クラスの過去5年間の各

月末における直近1年間の騰落率の平均値・最大

値・最小値について、定量的に比較できるように作

成したものです。

ただし、当ファンドは2020年10月20日から運用を開

始し、該当データがないため、上記グラフでは代表的

な資産クラスについてのみ表示しています。

〇代表的な資産クラスの全てが当ファンドの投資対象

とは限りません。また、海外の指数は、為替ヘッジな

しによる投資を想定して円ベースの指数を採用して

います。

〇代表的な資産クラスを表す指数については、「代表

的な資産クラスを表す指数の詳細」にてご確認くだ

さい。

※上記は過去の実績であり、将来の投資成果を保証するものではありません。

 

４　【手数料等及び税金】

（４）【その他の手数料等】

＜訂正前＞

当ファンドから支払われる費用には以下のものがあります。

（略）

 

当ファンドは、投資者と株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメントが締結する投資一

任契約に基づいて、資産を管理する口座の資金を運用するためのファンドです。したがいま

して、投資者は、受益者として当ファンドから支払われる費用以外に、以下の投資一任契約

に基づく報酬および当該報酬に係る消費税等に相当する金額を負担することになり、株式会

社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメントは、投資一任契約に基づき資産を管理する口座か

ら収受します。

 

＜投資一任契約に基づき資産を管理する口座から収受する報酬＞　

投資一任契約に基づ

く基本運用報酬
ありません。
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投資一任契約に基づ

く成果運用報酬

投資一任契約に基づき資産を管理する口座内の、投資者（受益

者）の個別契約毎の月末時点投資評価額（投資元本を除く）

が、過去最高の投資評価額（成果報酬控除後、投資元本を除

く）を超過していれば、その超過分の一部（最大で18.37％

（税抜16.7％））を成果運用報酬として、当該口座から収受し

ます。

したがいまして、月末時点の投資評価額（投資元本を除く）が

過去最高の投資評価額（成果報酬控除後、投資元本を除く）を

下回っている場合は、成果運用報酬の負担は発生しません。

 環境福祉支援
収受した成果運用報酬のうち、一定割合の額を、毎年、環境・

社会支援活動に充当します。

 

＜訂正後＞

当ファンドから支払われる費用には以下のものがあります。

（略）

 

 

（５）【課税上の取扱い】

＜訂正前＞

（略）

※上記は、2020年7月末現在のものです。税法が改正された場合等には、上記の内容が変

更になる場合があります。

（略）

 

＜訂正後＞

（略）

※上記は、2021年4月末現在のものです。税法が改正された場合等には、上記の内容が変

更になる場合があります。

（略）

 

５　【運用状況】

 

＜更新後＞

 

（１）【投資状況】
   （2021年4月末日現在）

 資産の種類 時価合計(円) 投資比率(％)

 国債証券  435,697,242 67.85

  内　アメリカ 435,697,242 67.85

 コール・ローン、その他の資産（負債控除後） 206,469,103 32.15

 純資産総額  642,166,345 100.00

（注1）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率です。

 （注2）投資資産の内書きの時価及び比率は、当該資産の発行体又は上場金融商品取引所の国/地域別に表示しています。

 

（２）【投資資産】

①【投資有価証券の主要銘柄】
（2021年4月末日現在）
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銘柄名
国／地

域
種類 数量

簿価単価

簿価金額

（円）

評価単価

評価金額

（円）

利率(%)

償還期限

(年/月/日)

投資

比率

1 US T BILL

05/20/21

アメリ

カ

国債

証券

217,860,000 99.98 99.99 － 33.93%

217,823,760 217,859,997 2021/5/20

2 US T BILL

11/04/21

アメリ

カ

国債

証券

217,860,000 100.00 99.98 － 33.92%

217,860,623 217,837,245 2021/11/4

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

種類別投資比率
（2021年4月末日現在）

種類 投資比率（％）

国債証券 67.85

　合　計（対純資産総額比） 67.85

 

②【投資不動産物件】

該当事項はありません。

③【その他投資資産の主要なもの】
（2021年4月末日現在）

 
種類 地域 資産名

買建/

売建
数量

簿価金額

（円）

評価金額

（円）

投資

比率

債券先物

取引

シカゴ

証券取

引所

ＵＳ　２ＹＲ　Ｎ

ＯＴＥ　ＣＢＴ　

Ｊｕｎ２１

買建 122 2,934,657,626 2,933,752,112 456.85%

　 　 ＵＳ　５ＹＲ　Ｎ

ＯＴＥ　ＣＢＴ　

Ｊｕｎ２１

買建 128 1,734,803,886 1,727,520,863 269.01%

　 ＥＵＲ

ＥＸ取

引所

ＥＵＲＯ－ＢＯＢ

Ｌ　ＦＵＴＵＲ

Ｅ　Ｊｕｎ２１

買建 51 909,201,235 906,395,128 141.15%

通貨先物

取引

シカゴ

商品取

引所

ＪＰＮ　ＹＥＮ　

ＣＵＲＲ　ＦＵ

Ｔ　Ｊｕｎ２１

買建 51 638,639,569 638,041,135 99.36%

株価指数

先物取引

シカゴ

商品取

引所

Ｓ＆Ｐ５００　Ｅ

ＭＩＮＩ　ＦＵ

Ｔ　Ｊｕｎ２１

買建 6 128,262,351 137,362,908 21.39%

債券先物

取引

ＩＣＥ

－ＥＵ

ＬＯＮＧ　ＧＩＬ

Ｔ　ＦＵＴＵＲ

Ｅ　Ｊｕｎ２１

買建 7 136,753,480 135,753,649 21.14%

通貨先物

取引

シカゴ

商品取

引所

ＮＥＷ　ＺＥＡＬ

ＡＮＤ　＄　ＦＵ

Ｔ　Ｊｕｎ２１

買建 11 86,076,486 86,823,745 13.52%

債券先物

取引

シド

ニー先

物取引

所

ＡＵＳＴ　１０

Ｙ　ＢＯＮＤ　Ｆ

ＵＴ　Ｊｕｎ２１

買建 7 82,566,441 82,892,081 12.91%

株価指数

先物取引

モント

リオー

ル取引

所

Ｓ＆Ｐ／ＴＳＥ　

６０　ＩＸ　ＦＵ

Ｔ　Ｊｕｎ２１

買建 4 79,737,752 81,178,240 12.64%

通貨先物

取引

シカゴ

商品取

引所

Ｃ＄　ＣＵＲＲＥ

ＮＣＹ　ＦＵＴ　

Ｊｕｎ２１

買建 7 60,532,401 62,095,001 9.67%

株価指数

先物取引

シド

ニー先

物取引

所

ＳＰＩ　２００　

ＦＵＴＵＲＥＳ　

Ｊｕｎ２１

買建 4 57,619,406 59,841,975 9.32%
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通貨先物

取引

シカゴ

商品取

引所

ＢＰ　ＣＵＲＲＥ

ＮＣＹ　ＦＵＴ　

Ｊｕｎ２１

買建 6 56,936,349 56,984,006 8.87%

株価指数

先物取引

ＩＣＥ

－ＥＵ

ＦＴＳＥ　１０

０　ＩＮＤＥＸ　

ＦＵＴＵＲＥ　Ｊ

ｕｎ２１

買建 3 30,719,731 31,597,242 4.92%

債券先物

取引

シカゴ

証券取

引所

ＵＳ　ＬＯＮＧ　

ＢＯＮＤ　ＣＢ

Ｔ　Ｊｕｎ２１

買建 1 17,190,515 17,122,434 2.67%

株価指数

先物取引

ＥＵＲ

ＥＸ取

引所

ＤＪ　ＥＵＲＯ　

ＳＴＯＸＸ　５

０　Ｊｕｎ２１

買建 2 9,986,363 10,443,048 1.63%

　 スペイ

ン先物

取引所

ＩＢＥＸ　３５　

ＦＵＴＵＲＥ　Ｍ

ａｙ２１

売建 1 11,201,991 11,619,871 △1.81%

 通貨先物

取引

シカゴ

商品取

引所

ＥＵＲＯ　ＦＸ　

ＣＵＲＲ　ＦＵ

Ｔ　Ｊｕｎ２１

売建 1 16,366,051 16,524,000 △2.57%

株価指数

先物取引

大阪取

引所

ＴＯＰＩ

Ｘ　　　　先物　

０３０６月

売建 1 19,970,000 19,015,000 △2.96%

　 ユーロ

ネクス

ト　パ

リ

ＣＡＣ４０　１

０　ＥＵＲＯ　Ｆ

ＵＴ　Ｍａｙ２１

売建 6 48,607,297 49,488,330 △7.71%

 　 ＥＵＲ

ＥＸ取

引所

ＤＡＸ　ＭＩＮ

Ｉ　ＦＵＴＵＲ

Ｅ　Ｊｕｎ２１

売建 5 48,677,252 50,030,809 △7.79%

通貨先物

取引

シカゴ

商品取

引所

ＡＵＤＵＳＤ　Ｃ

ｒｎｃｙ　Ｆｕ

ｔ　Ｊｕｎ２１

売建 12 101,267,319 101,651,297 △15.83%

　 　 ＣＨＦ　ＣＵＲＲ

ＥＮＣＹ　ＦＵ

Ｔ　Ｊｕｎ２１

売建 9 133,496,438 135,021,458 △21.03%

債券先物

取引

大阪取

引所

長国　先　０３０

６月

売建 1 150,885,000 151,340,000 △23.57%

　 モント

リオー

ル取引

所

ＣＡＮ　１０Ｙ

Ｒ　ＢＯＮＤ　Ｆ

ＵＴ　Ｊｕｎ２１

売建 28 349,373,334 345,841,300 △53.86%

　 ＥＵＲ

ＥＸ取

引所

ＥＵＲＯ－ＢＵＮ

Ｄ　ＦＵＴＵＲ

Ｅ　Ｊｕｎ２１

売建 22 496,213,765 493,294,146 △76.82%

　 シカゴ

証券取

引所

ＵＳ　１０ＹＲ　

ＮＯＴＥ　ＦＵ

Ｔ　Ｊｕｎ２１

売建 74 1,066,492,797 1,063,902,289 △165.67%

（注1）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

（注2）先物取引の時価については、原則として当該日に知りうる直近の日の主たる取引所の発表する清算値段

　　　または最終相場で評価しています。このような時価が発表されていない場合には、当該日にもっとも近い

　　　最終相場や気配等、原則に準ずる方法で評価しています。

 

 

 

（３）【運用実績】

①【純資産の推移】

　　2021年4月末日および同日前１年以内における各月末ならびに下記計算期間末日の純資産の推移は次の通り

　です。
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純資産総額

（分配落）

（円）

純資産総額

（分配付）

（円）

１口当たりの

純資産額

(分配落)(円)

１口当たりの

純資産額

(分配付)(円)

設定時
180,000,000 － 1.0000 －

(2020年10月20日)

2020年10月末日 178,826,736 － 0.9935 －

11月末日 178,840,950 － 1.0015 －

12月末日 177,719,153 － 0.9943 －

2021年1月末日 179,174,121 － 0.9991 －

2月末日 334,568,886 － 0.9990 －

3月末日 520,973,873 － 1.0123 －

4月末日 642,166,345 － 1.0300 －

 

②【分配の推移】

　 １口当たり分配金(円)

2020年10月20日～

2021年4月19日
－

 

③【収益率の推移】

　 収益率(％)

2020年10月20日～

2021年4月19日
2.2

 （注）収益率は各計算期間における騰落率です。

 

（４）【設定及び解約の実績】

 
 　 設定数量（口） 解約数量（口） 発行済数量（口）

 2020年10月20日～

2021年4月19日
786,820,644 200,889,025 585,931,619

 （注）第1計算期間の設定数量には当初設定数量を含んでおります。

 

≪参考情報≫

 

３. 運用実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基準日：2021年4月30日

基準価額・純資産総額の推移  分配の推移（税引前）

※基準価額および分配金再投資基準価額は、信託報酬控除後の

１万口当たりの価額です。
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※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を再投資したもの

とみなして計算しています。

 
主要な資産の状況

※ 当ファンドは主に先物取引を利用してポジションを構築しています。先物取引にかかる証拠金は短期金融資産等に含まれ

ます。

外国債券の比率は、余資運用として投資している米国の短期債などの組入れによるものです。

※投資比率は、当ファンドの純資産総額に対する比率です。

※表示桁未満の数値は四捨五入しています。

 
年間収益率の推移（暦年ベース）

※当ファンドの収益率は、分配金（税引前）を再投資したものとみなして計算しています。

※ 2020年は設定日から年末までの収益率、2021年は年初から基準日までの収益率を表示しています。

※当ファンドにベンチマークはありません。

 
※最新の運用実績は、委託会社のホームページでご確認いただけます。

※上記は過去の実績であり、将来の投資成果を保証するものではありません。
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第２　【管理及び運営】

 

１　【申込（販売）手続等】

 

＜訂正前＞

（１）申込（販売）方法

①当ファンドは、株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメントとの間で投資一任契約を

締結し、投資一任契約の資産を管理する口座を開設した投資者に限り、取得の申込み（購

入）ができる商品です。ただし、委託会社が、一般社団法人投資信託協会「正会員の業務

運営等に関する規則」（第6条の2第1項各号に掲げる事由）に基づき、当ファンドの取得を

行う場合を除きます。

なお、委託会社である株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメントが販売会社として

の役割を兼ねています。

②取得申込みは、委託会社（販売会社）が原則として毎営業日受付けますが、受付時限は販

売会社としての役割を兼ねている委託会社が一般社団法人投資信託協会規則に準じて定め

ます。

③取得申込日が、ニューヨーク証券取引所の休業日またはニューヨークの銀行休業日の場合

には、原則として受益権の取得申込みに応じないものとします。ただし、収益分配金の再

投資に係る場合を除きます。

④委託会社は、金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得な

い事情（投資対象国における非常事態（金融危機、デフォルト、重大な政策変更および規

制の導入、クーデター、重大な政治体制の変更、戦争、天災地変等）による市場の閉鎖ま

たは流動性の極端な減少ならびに決済機能の障害や停止等）が発生したときは、受益権の

取得申込みの受付を中止することおよび既に受付けた取得申込みを取り消すことができま

す。

 

（略）

 

＜訂正後＞

（１）申込（販売）方法

①取得申込みは、委託会社（販売会社）が原則として毎営業日受付けますが、受付時限は販

売会社としての役割を兼ねている委託会社が一般社団法人投資信託協会規則に準じて定め

ます。

②取得申込日が、ニューヨーク証券取引所の休業日またはニューヨークの銀行休業日の場合

には、原則として受益権の取得申込みに応じないものとします。ただし、収益分配金の再

投資に係る場合を除きます。

③委託会社は、金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得な

い事情（投資対象国における非常事態（金融危機、デフォルト、重大な政策変更および規

制の導入、クーデター、重大な政治体制の変更、戦争、天災地変等）による市場の閉鎖ま

たは流動性の極端な減少ならびに決済機能の障害や停止等）が発生したときは、受益権の

取得申込みの受付を中止することおよび既に受付けた取得申込みを取り消すことができま

す。

 

（略）

 

２　【換金（解約）手続等】
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＜訂正前＞

（１）換金（解約）方法

①当ファンドは、株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメントとの間で投資一任契約を

締結し、投資一任契約の資産を管理する口座を開設した投資者に限り、取得の申込み（購

入）ができる商品であり、換金（解約）も同口座からの請求によります。ただし、委託会

社が、一般社団法人投資信託協会「正会員の業務運営等に関する規則」（第6条の2第1項各

号に掲げる事由）に基づき、取得した当ファンドの処分を行う場合を除きます。

なお、委託会社である株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメントが販売会社として

の役割も兼ねています。

②換金（解約）請求は、委託会社（販売会社）が原則として毎営業日受付けますが、受付時

限は販売会社としての役割を兼ねている委託会社が一般社団法人投資信託協会規則に準じ

て定めます。

③換金（解約）請求日が、ニューヨーク証券取引所の休業日またはニューヨークの銀行休業

日の場合には、原則として受益権の取得申込みに応じないものとします。

④委託会社は、金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得な

い事情（投資対象国における非常事態（金融危機、デフォルト、重大な政策変更および規

制の導入、クーデター、重大な政治体制の変更、戦争、天災地変等）による市場の閉鎖ま

たは流動性の極端な減少ならびに決済機能の障害や停止等）が発生したときは、一部解約

の実行の請求の受付を中止することおよび既に受付けた一部解約の実行の請求の受付を取

り消すことができます。

 

（略）

 

換金（解約）手続等については、下記の委託会社（販売会社）の照会先までお問合せくださ

い。

＜委託会社（販売会社）＞

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント

電話番号　03-6757-3414（受付時間：営業日の午前9時から午後5時まで）

ホームページ https://susten.jp/

 

（略）

 

＜訂正後＞

（１）換金（解約）方法

①換金（解約）請求は、委託会社（販売会社）が原則として毎営業日受付けますが、受付時

限は販売会社としての役割を兼ねている委託会社が一般社団法人投資信託協会規則に準じ

て定めます。

②換金（解約）請求日が、ニューヨーク証券取引所の休業日またはニューヨークの銀行休業

日の場合には、原則として受益権の取得申込みに応じないものとします。

③委託会社は、金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得な

い事情（投資対象国における非常事態（金融危機、デフォルト、重大な政策変更および規

制の導入、クーデター、重大な政治体制の変更、戦争、天災地変等）による市場の閉鎖ま

たは流動性の極端な減少ならびに決済機能の障害や停止等）が発生したときは、一部解約

の実行の請求の受付を中止することおよび既に受付けた一部解約の実行の請求の受付を取

り消すことができます。

 

（略）

 

EDINET提出書類

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント(E36006)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

16/37



換金（解約）手続等については、下記の委託会社（販売会社）の照会先までお問合せくださ

い。

＜委託会社（販売会社）＞

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント

電話番号　03-6810-7856（受付時間：営業日の午前9時から午後5時まで）

ホームページ https://susten.jp/

 

（略）

 

３　【資産管理等の概要】

 

（１）【資産の評価】

＜訂正前＞

（略）

＜委託会社（販売会社）＞

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント

電話番号　03-6757-3414（受付時間：営業日の午前9時から午後5時まで）

ホームページ https://susten.jp/

 

＜訂正後＞

（略）

＜委託会社（販売会社）＞

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント

電話番号　03-6810-7856（受付時間：営業日の午前9時から午後5時まで）

ホームページ https://susten.jp/
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第３　【ファンドの経理状況】

 

＜更新後＞

 

 
（１）当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」
（昭和52年大蔵省令第38号）ならびに同規則第38条の３および第57条の２の規定により、「投資信託
財産の計算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しております。
　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。
 

（２）当ファンドは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第1期中間計算期間（2020
年10月20日から2021年4月19日まで）の中間財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による中
間監査を受けております。

 
 
１　【財務諸表】
 
 
 
【中間財務諸表】

グローバル複合戦略ポートフォリオ（Ｇ）
 

(1) 【中間貸借対照表】

区          分

第1期中間計算期間末

2021年4月19日現在

金　額（円）

 資産の部 　 　

  流動資産 　 　

    預金 　 577,160

    金銭信託 　 727,112

    コール・ローン 　 36,000,000

    国債証券 　 434,606,827

    派生商品評価勘定 　 22,401,969

    差入委託証拠金 　 121,459,757

  流動資産合計 　 615,772,825

  資産合計 　 615,772,825

 負債の部 　 　

  流動負債 　 　

    派生商品評価勘定 　 16,106,784

    未払解約金 　 443,277

    未払受託者報酬 　 29,323

    その他未払費用 　 473,000

  流動負債合計 　 17,052,384

  負債合計 　 17,052,384

 純資産の部 　 　

 元本等 　 　

  元本 585,931,619

  剰余金 　 　

　　 中間剰余金又は中間欠損金（△） 　 12,788,822

　 　（分配準備積立金）  －

 元本等合計 　 598,720,441

 純資産合計 　 598,720,441

 負債純資産合計 　 615,772,825
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(2) 【中間損益及び剰余金計算書】

区          分

第1期中間計算期間

自　2020年10月20日

至　2021年4月19日

金　額（円）

 営業収益 　 　

  受取利息 　 28,925

  有価証券売買等損益 　 △26,564

  派生商品取引等損益 　 895,969

  為替差損益 　 8,022,389

 営業収益合計 　 8,920,719

 営業費用 　 　

  支払利息 　 27,554

  受託者報酬 　 29,323

  その他費用 779,879

 営業費用合計 　 836,756

 営業利益又は営業損失（△） 　 8,083,963

 経常利益又は経常損失（△） 　 8,083,963

 中間純利益又は中間純損失（△） 　 8,083,963

 一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は

 一部解約に伴う中間純損失金額の分配額（△） 　 657,477

 期首剰余金又は期首欠損金（△） 　 －

 剰余金増加額又は欠損金減少額 　 5,609,354

  中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減少額 　 5,609,354

 剰余金減少額又は欠損金増加額 　 247,018

  中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増加額 　 247,018

 分配金 　 －

 中間剰余金又は中間欠損金（△） 　 12,788,822

 

(3) 【中間注記表】
 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

区　分

第1期中間計算期間

自　2020年10月20日

至　2021年4月19日

１． 有価証券の評価基準及び評価方

法

国債証券

  個別法に基づき、時価で評価しております。

時価評価にあたっては、金融商品取引業者、銀行等の提示する価額（但

し、売気配相場は使用しない）、又は価格情報会社の提供する価額等で

評価しております。

   

２． デリバティブ等の評価基準及び

評価方法

先物取引

  個別法に基づき、原則として時価で評価しております。

時価評価にあたっては、原則として、計算日に知りうる直近の日の主た

る取引所の発表する清算値段又は最終相場によっております。

   

３． その他財務諸表作成のための基

本となる重要な事項

外貨建取引等の処理基準

  外貨建資産及び負債は、計算日の対顧客電信売買相場の仲値により円貨

に換算するほか、「投資信託財産の計算に関する規則」（平成12年総理

府令第133号）第60条及び同第61条にしたがって換算しております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

区　分
第1期中間計算期間末

2021年4月19日現在

１． 期首元本額 180,000,000円
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  期中追加設定元本額 606,820,644円

  期中一部解約元本額 200,889,025円

    

２．  受益権の総数 585,931,619口

 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

区　分

第1期中間計算期間

自　2020年10月20日

至　2021年4月19日

１． その他費用 その他費用の内訳は、監査費用（473,000円）、保管費用（3,494

円）、証拠金支払利息（295,685円）、その他（7,700円）となっ

ております。

 

（金融商品に関する注記）

　金融商品の時価等に関する事項

区　分
第1期中間計算期間末

2021年4月19日現在

１． 中間貸借対照表計上額と時価との差額 中間貸借対照表上の金融商品は全て時価で計上されているため、

中間貸借対照表計上額と時価との差額はありません。

   

２． 時価の算定方法 (１)有価証券

重要な会計方針に係る事項に関する注記に記載しております。

(２)デリバティブ取引

デリバティブ取引に関する注記に記載しております。

(３)上記以外の金融商品

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似してい

ることから、当該帳簿価額を時価としております。

   

３． 金融商品の時価等に関する事項につい

ての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格が

ない場合には合理的に算定された価額が含まれております。当該

価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異

なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもありま

す。また、デリバティブ取引に関する契約額等については、その

金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではあ

りません。

 

（デリバティブ取引に関する注記）

 

通貨関連

種類

第1期中間計算期間末

2021年4月19日現在

契約額等

（円）

　 時価

（円）

評価損益

（円）うち

１年超

市場取引     

     

 先物取引     

     

   売　建 254,316,964 － 253,258,072 1,058,892

     

   買　建 1,047,547,460 － 1,047,697,286 149,826

     

     

合計 1,301,864,424 － 1,300,955,358 1,208,718

 

（注） 時価の算定方法
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１. 原則として本報告書における開示対象ファンドの計算日に知りうる直近の日の主たる取引所の発表

する清算値段又は最終相場で評価しております。

２． 先物取引の残高は、契約額ベースで表示しております。

３． 契約額等には手数料相当額を含んでおりません。

４． 契約額等及び時価の合計欄の金額は、各々の合計金額であります。

  ※ 上記取引で、ヘッジ会計が適用されているものはありません。

 

株式関連

種類

第1期中間計算期間末

2021年4月19日現在

契約額等

（円）

　 時価

（円）

評価損益

（円）うち

１年超

市場取引     

     

 先物取引     

     

   売　建 100,965,469 － 103,291,299 △2,325,830

     

   買　建 254,709,882 － 268,001,290 13,291,408

     

     

合計 355,675,351 － 371,292,589 10,965,578

 

（注） 時価の算定方法

１. 原則として本報告書における開示対象ファンドの計算日に知りうる直近の日の主たる取引所の発表

する清算値段又は最終相場で評価しております。

２． 先物取引の残高は、契約額ベースで表示しております。

３． 契約額等には手数料相当額を含んでおりません。

４． 契約額等及び時価の合計欄の金額は、各々の合計金額であります。

  ※ 上記取引で、ヘッジ会計が適用されているものはありません。

 

債券関連

種類

第1期中間計算期間末

2021年4月19日現在

契約額等

（円）

　 時価

（円）

評価損益

（円）うち

１年超

市場取引     

     

 先物取引     

     

   売　建 1,390,347,675 － 1,388,842,615 1,505,060

     

   買　建 3,916,360,118 － 3,908,975,947 △7,384,171

     

     

合計 5,306,707,793 － 5,297,818,562 △5,879,111

 

（注） 時価の算定方法

１. 原則として本報告書における開示対象ファンドの計算日に知りうる直近の日の主たる取引所の発表

する清算値段又は最終相場で評価しております。

２． 先物取引の残高は、契約額ベースで表示しております。

３． 契約額等には手数料相当額を含んでおりません。

４． 契約額等及び時価の合計欄の金額は、各々の合計金額であります。

  ※ 上記取引で、ヘッジ会計が適用されているものはありません。

 

（1口当たり情報）

　
第1期中間計算期間末

2021年4月19日現在

1口当たり純資産額 1.0218円
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（1万口当たり純資産額） (10,218円)

 

２　【ファンドの現況】

 

【純資産額計算書】
 （2021年4月末日現在）

 　Ⅰ　資産総額 662,127,774円

 　Ⅱ　負債総額 19,961,429円

 　Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 642,166,345円

 　Ⅳ　発行済数量 623,435,777口

 　Ⅴ　１口当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 1.0300円
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第三部　【委託会社等の情報】
 
第１　【委託会社等の概況】

 

１　【委託会社等の概況】

 

＜訂正前＞

（１）資本金の額等

資本金の額　220百万円（2020年7月末現在）

発行する株式の総数　6,000,000株

発行済株式総数　3,592,063株

＜過去5年間における資本金の額の増減＞

2019年11月22日　資本金20百万円から61百万円に増資

2020年5月29日　　資本金61百万円から220百万円に増資

 

（２）委託会社の機構

（略）

 

※上記の意思決定機構は、2020年7月末現在のものであり、将来変更される可能性がありま

す。

 

＜訂正後＞

（１）資本金の額等

資本金の額　430百万円（2021年4月末現在）

発行する株式の総数　7,500,000株

発行済株式総数　4,014,450株

＜過去5年間における資本金の額の増減＞

2019年11月22日　資本金20百万円から61百万円に増資

2020年5月29日　　資本金61百万円から220百万円に増資

2021年4月30日　　資本金220百万円から430百万円に増資

 

（２）委託会社の機構

（略）

 

※上記の意思決定機構は、2021年4月末現在のものであり、将来変更される可能性がありま

す。

 

２　【事業の内容及び営業の概況】

 

＜訂正前＞

投資信託法に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券投資信託の設定を行うとともに

金融商品取引法に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用業）等を行っています。

また、金融商品取引法に定める第一種金融商品取引業および第二種金融商品取引業に係る業務

を行っています。

 

2020年7月末現在、委託会社の運用する証券投資信託について、該当事項はありません。
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＜訂正後＞

委託会社である株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメントは投資信託及び投資法人に関

する法律に定める投資信託委託会社として、証券投資信託の設定を行うとともに金融商品取引

法に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用業）等を行っています。また、金融商

品取引法に定める第一種金融商品取引業および第二種金融商品取引業に係る業務を行っていま

す。

 

2021年4月末現在における、委託会社の運用する証券投資信託は追加型株式投資信託3本、合計

純資産総額は1,025百万円です。

 
 

３　【委託会社等の経理状況】

 

＜更新後＞

 

1. 　委託会社である株式会社sustenキャピタル・マネジメント（以下「委託会社」という。）の財務
諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省第59号、以下
「財務諸表等規則」という。）第２条の規定により、財務諸表等規則及び「金融商品取引業等に関
する内閣府令」 （平成19年内閣府令第52号）に基づき作成しております。

 
2.  　財務諸表の記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
 
3. 　委託会社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当事業年度（自 2020年1月1日
至 2020年12月31日）の財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による監査を受けておりま
す。
なお、委託会社は2019年7月4日に設立され、2020年6月26日に金融商品取引業の登録を行ってお
ります。従って、前事業年度（自 2019年7月4日 至 2019年12月31日）の財務諸表については、監
査法人による監査報告書はございません。

 
 

（１）【貸借対照表】

　 　 　 　 　 （単位：千円）

 注記番号 前事業年度 当事業年度

　 （2019年12月31日） （2020年12月31日）

資産の部     

流動資産     

現金・預金  92,626  49,016

有価証券  -  231,545

前払費用  699  2,780

未収入金  -  2,003

未収消費税等  503  4,500

流動資産合計 　 93,829 　 289,845

固定資産     

有形固定資産     

器具備品 1 1,542  2,096  

有形固定資産合計 　 1,542 　 2,096

無形固定資産     

ソフトウェア -  492  

無形固定資産合計 　 - 　 492
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投資その他の資産     

長期差入保証金 1,089  4,072  

長期前払費用 - 　 4,233 　

投資その他の資産合計 　 1,089  8,305

固定資産合計 　 2,631 　 10,895

繰延資産     

創立費  217  169

株式交付費 　 316 　 208

繰延資産合計 　 534 　 377

資産合計 　 96,994 　 301,118

負債の部     

流動負債     

預り金  127  538

未払金  -  690

未払費用  -  12,935

未払法人税等 　 120  2,419

流動負債合計 　 248 　 16,583

負債合計 　 248 　 16,583

 
 
　 　 　 　 　 （単位：千円）

注記番号 前事業年度 当事業年度

（2019年12月31日） （2020年12月31日）

純資産の部      

株主資本      

資本金   61,000  220,000

資本剰余金      

資本準備金  44,316 　 185,649 　

資本剰余金合計  　 44,316 　 185,649

利益剰余金      

その他利益剰余金      

繰越利益剰余金  △ 9,090 　 △ 121,635 　

利益剰余金合計  　 △ 9,090 　 △ 121,635

株主資本合計  　 96,226 　 284,014

新株予約権  　 520 　 520

純資産合計  　 96,746 　 284,534

負債・純資産合計  　 96,994 　 301,118
 

 
（２）【損益計算書】

　 　 　 　 　 （単位：千円）

前事業年度 当事業年度

（自 2019年7月4日 （自 2020年1月1日

至 2019年12月31日） 至 2020年12月31日）

営業収益  　 - 　 -

営業費用      

広告宣伝費   -  255

調査費      

調査費  -  460  
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情報機器関連費  750  4,200  

その他の調査費  - 　 67  

調査費合計  　 750 　 4,728

営業雑経費      

通信費  76  474  

印刷費  -  11  

協会費  -  1,797  

諸会費  -  415  

その他  - 　 357 　

営業雑経費合計  　 76 　 3,056

営業費用合計  　 826 　 8,040

一般管理費      

給料      

役員報酬  3,200  18,000  

給料・手当  1,060  24,868  

法定福利費  376  5,582  

その他の福利厚生費  - 　 183 　

給料合計  　 4,636 　 48,634

旅費交通費   -  1

租税公課   37  4,754

不動産関係費      

不動産賃借料  907  3,306  

その他の不動産関係費  78 　 874 　

不動産関係費合計  　 985 　 4,181

固定資産減価償却費   190  1,020

諸経費      

業務委託費  795  34,009  

消耗品費  334  424  

器具備品費  717  2,690  

システム利用料  25  3,884  

その他  385 　 6,432 　

諸経費合計  　 2,258 　 47,441

一般管理費合計  　 8,108 　 106,032

営業損失（△）  　 △ 8,936 　 △ 114,073

 
 
　 　 　 　 　 （単位：千円）

  前事業年度 当事業年度

  （自 2019年7月4日 （自 2020年1月1日

　 　 至 2019年12月31日） 至 2020年12月31日）

営業外収益  

受取利息  - 1

助成金  - 2,003

雑益  - 2

営業外収益合計  - 2,007

営業外費用  

有価証券売却損  - 31

為替差損  - 1

創立費償却  24 108

株式交付費償却  9 48

営業外費用合計  33 189
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経常損失（△）  △ 8,969 △ 112,256

税引前当期純損失（△）  △ 8,969 △ 112,256

法人税、住民税及び事業税  120 290

当期純損失（△）  △ 9,090 △ 112,546

 

 
（3）【株主資本等変動計算書】
前事業年度（自2019年7月4日　至2019年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

株主資本

新株

予約権

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計
資本

準備金

資本

剰余金

合計

その他利益

剰余金
利益

剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 20,000 5,000 5,000 - - 25,000 - 25,000

当期変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

新株の発行 41,000 39,316 39,316 - - 80,316 - 80,316

当期純損失（△） - - - △ 9,090 △ 9,090 △ 9,090 - △ 9,090

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
- - - - - - 520 520

当期変動額合計 41,000 39,316 39,316 △ 9,090 △ 9,090 71,226 520 71,746

当期末残高 61,000 44,316 44,316 △ 9,090 △ 9,090 96,226 520 96,746

 
 
当事業年度（自 2020年1月1日　至 2020年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

株主資本

新株

予約権

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計
資本

準備金

資本

剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益

剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 61,000 44,316 44,316 △ 9,090 △ 9,090 96,226 520 96,746

当期変動額 　 　 　 　 　 　 　 　

新株の発行 159,000 141,333 141,333 - - 300,333 - 300,333

当期純損失（△） - - - △ 112,546 △ 112,546 △ 112,546 - △ 112,546

当期変動額合計 159,000 141,333 141,333 △ 112,546 △ 112,546 187,787 - 187,787

当期末残高 220,000 185,649 185,649 △ 121,635 △ 121,635 284,014 520 284,534

 

 

【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

売買目的有価証券   決算期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産   定率法によっております。なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

                       器具・備品     3～5年

②　無形固定資産   自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（3年）に

                   基づく定額法によっております。
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③　長期前払費用   均等償却によっております。なお、主な償却期間は5年であります。

３．繰延資産の処理方法

①　創立費         5年間の均等償却によっております。

②　株式交付費     3年間の均等償却によっております。

４．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 

（未適用の会計基準等）

・「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）

・「収益認識に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第30号　2020年3月31日）

（1）概要

収益認識に関する包括的な会計基準であります。収益は、次の5つのステップを適用し認識されます。

       ステップ1：顧客との契約を識別する。

       ステップ2：契約における履行義務を識別する。

       ステップ3：取引価格を算定する。

       ステップ4：契約における履行義務に取引価格を配分する。

       ステップ5：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。

（2）適用予定日

2022年12月期の期首より適用予定であります。

（3）当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当財務諸表の作成時において評価中であります。

 

・「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日）

・「時価の算定に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第31号　2019年7月4日）

・「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年7月4日）

・「金融商品の時価等の開示に関する適用方針」（企業会計基準適用指針第19号　2020年3月31日）

（1）概要

国際的な会計基準の定めとの比較可能性を向上させるため、「時価の算定に関する会計基準」及び「時
価の算定に関する会計基準の適用方針」（以下「時価算定会計基準等」という。）が開発され、時価の算定
方法に関するガイダンス等が定められました。時価算定会計基準等は次の項目の時価に適用されます。

・「金融商品に関する会計基準」における金融商品

また「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」が改定され、金融商品の時価のレベルごとの内訳等
の注記事項が定められました。

（2）適用予定日

2022年12月期の期首より適用予定であります。

（3）当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当財務諸表の作成時において評価中であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント(E36006)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

28/37



・「会計方針の開示、会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 2020年3月31

日）

（1）概要

関連する会計基準の定めが明らかでない場合に、採用した会計処理の原則及び手続きの概要を示すこと
を目的とするものです。

（2）適用予定日

2021年12月期の期末より適用予定であります。

 

・「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年3月31日）

（1）概要

当年度の財務諸表に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌年度の財務諸表に重要な影響
を及ぼすリスクがある項目における会計上の見積りの内容について、財務諸表利用者の理解に資する情報
を開示することを目的とするものです。

（2）適用予定日

2021年12月期の期末より適用予定であります。

 

 
（貸借対照表関係）

１．有形固定資産の減価償却累計額

　 　 　 （単位：千円）

  前事業年度 当事業年度

　 　 （2019年12月31日） （2020年12月31日）

器具備品  190 1,196

 

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自 2019年7月4日　至 2019年12月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 2,500,000 - - 2,500,000

S種優先株式（株） - 373,563 - 373,563

合計（株） 2,500,000 373,563 - 2,873,563

（変動事由の概要）

S種優先株式の発行による増資 　　　373,563株

２．自己株式に関する事項

該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

内訳
目的となる

株式の種類

目的となる株式数 当事業

年度末残高

（千円）
当事業

年度期首
増加 減少

当事業

年度末

ストック・オプションとし

ての

新株予約権

- - - - - 520

合計 - - - - 520
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４．配当に関する事項

該当事項はありません。
 

当事業年度（自 2020年1月1日　至 2020年12月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 2,500,000 - - 2,500,000

S種優先株式（株） 373,563 - - 373,563

A種優先株式（株） - 718,500 - 718,500

合計（株） 2,873,563 718,500 - 3,592,063

（変動事由の概要）

　A種優先株式の発行による増資 　　　718,500株

２．自己株式に関する事項

該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

内訳
目的となる

株式の種類

目的となる株式数 当事業

年度末残高

（千円）
当事業

年度期首
増加 減少

当事業

年度末

ストック・オプションとし

ての

新株予約権

- - - - - 520

合計 - - - - 520

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針

当社は、投資運用業、第一種金融商品取引業及び第二種金融商品取引業を行っております。余資運用
については、安全性の高い金融商品及び自社が運用する証券投資信託に限定しております。

（2）金融商品の内容及びそのリスク

有価証券は、証券投資信託であります。証券投資信託は、市場価格の変動リスク及び為替変動リスク
に晒されております。

未払金は、主に営業費用における調査費の未払額であります。

未払費用は、主に一般管理費の諸経費における業務委託費の未払額であります。これらはそのほとん
どが１年以内の支払期日であるため、信用リスクはほとんどないと認識しております。

（3）金融商品に係るリスク管理体制

①市場リスクの管理

当社は、社内規程に基づき、リスク管理本部が市場価格の変動リスク及び為替変動リスクの管理
を毎日行っております。

②信用リスクの管理
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当社は、社内規程に基づき取引先の選定を行い、担当部署が定期的に取引先の財務状況等を把握
することに努め、その信用リスクを管理しております。

２．金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりであります。なお、時価を把握するこ
とが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません（（注２）を参照のこと）。

 
前事業年度（2019年12月31日現在）

　 　 　 （単位：千円）

　
貸借対照表

計上額
時価 差額

資産    

(1) 現金・預金 92,626 92,626 -

資産合計 92,626 92,626 -

（注1）金融商品の時価の算定方法

（1）現金・預金

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま
す。

（注2）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

該当事項はありません。

（注3）金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

　 　
１年以内

（千円）

１年超

５年以内

（千円）

５年超

10年以内

（千円）

10年超

（千円）

現金・預金 　 92,626 - - -

 
 
 
 
 
 
当事業年度（2020年12月31日現在）

　 　 　 （単位：千円）

　
貸借対照表

計上額
時価 差額

資産    
(1) 現金・預金 49,016 49,016 -

(2) 有価証券 231,545 231,545 -

資産合計 280,561 280,561 -

（注1）金融商品の時価の算定方法

（1）現金・預金

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま
す。

（2）有価証券

証券投資信託については、基準価額によっております。

（注2）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

該当事項はありません。

（注3）金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

EDINET提出書類

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント(E36006)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

31/37



　 　
１年以内

（千円）

１年超

５年以内

（千円）

５年超

10年以内

（千円）

10年超

（千円）

現金・預金 　 49,016 - - -

（有価証券関係）

１．売買目的有価証券
　 　 　 （単位：千円）

  前事業年度 当事業年度

　 　 （2019年12月31日） （2020年12月31日）

事業年度の損益に含まれた評価差額 　 - △ 33

 

（ストック・オプション等関係）

１．ストック・オプションに係る費用計上額及び科目名

該当事項はありません。

２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

当事業年度（自 2020年1月1日　至 2020年12月31日）において存在したストック・オプションを対象と

し、ストック・オプションの数については、株式数に換算して記載しております。

（1）ストック・オプションの内容

　 第１回新株予約権

付与対象者の区分及び人数 天笠 勝（注１）

株式の種類別の

ストック・オプションの数
普通株式　520,000株

付与日 2019年10月21日

権利確定条件 （注２）

対象勤務期間 期間の定めはありません。

権利行使期間
自　2019年10月25日

至　2029年10月20日

         
 

（注１）

本新株予約権は、天笠勝氏を受託者とする信託に割り当てられ、信託期間満了日時点に受益者とし
て指定された者に交付されます。

（注２）

①　　本新株予約権者は、権利行使時においても、当社又はその子会社若しくは関連会社の取締
役、執行役、監査役若しくは従業員又は外部協力者のいずれかの地位にあることを要します。た
だし、任期満了による退任、定年退職、その他取締役会が行使を認める正当な理由がある場合は
この限りではありません。

②　　当社の株式につき、金融商品取引所への上場がなされ、または買収が決定されるまでの期間
は、本新株予約権を行使することはできません。ただし、当社が特に行使を認めた場合はこの限
りではありません。

 

（2）ストック・オプションの規模及びその変動状況

①ストック・オプションの数

　 第１回新株予約権

権利確定前（株） 　

前事業年度末 520,000

付与 -
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失効 -

権利確定 -

未確定残 520,000

権利確定後（株） 　

前事業年度末 -

権利確定 -

権利行使 -

失効 -

未行使残 -

②単価情報

　 第１回新株予約権

権利行使価格 20円

行使時平均株価 -

付与日における公正な評価単価 -

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法

ストック・オプションの付与時点においては当社は未公開企業であるため、ストック・オプションの公
正な評価単価は、本源的価値の見積りによっております。なお、本源的価値を算出する基礎となった自社
の株式の評価方法は、簿価純資産方式等により算出した価格を総合的に勘案して決定しております。

４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法

基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみ反映させる方法を採
用しております。

５．ストック・オプションの単位当たりの本源的価値により算出を行う場合の当事業年度末における本源的価
値の合計額及び当事業年度において権利行使されたストック・オプションの権利行使日における本源的価
値の合計額

(1) 当事業年度末における本源的価値の合計額

       - 千円

(2) 当事業年度において権利行使されたストック・オプションの権利行使日における本源的価値の合計額

       該当事項はありません。

 

 
（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
　 　 　 （単位：千円）

  前事業年度 当事業年度

　 　 （2019年12月31日） （2020年12月31日）

繰延税金資産    

税務上の繰越欠損金（注1）  - 33,718

その他  - 652

繰延税金資産小計  - 34,370

評価性引当額    

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注1）  - △ 33,718

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額  - △ 652

評価性引当額小計  - △ 34,370

繰延税金資産合計  - -
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（注1）税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額
 

前事業年度（2019年12月31日現在）      

　 　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

 １年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超 合計

税務上の

繰越欠損金 (ａ)
- - - - - - -

評価性引当額 - - - - - - -

繰延税金資産 - - - - - - -

        

当事業年度（2020年12月31日現在）      

　 　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

 １年以内
１年超

２年以内

２年超

３年以内

３年超

４年以内

４年超

５年以内
５年超 合計

税務上の

繰越欠損金 (ａ)
- - - - - 33,718 33,718

評価性引当額 - - - - - △ 33,718 △ 33,718

繰延税金資産 - - - - - - -

（ａ）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた金額であります。

 

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

  前事業年度 当事業年度

　 　 （2019年12月31日） （2020年12月31日）

法定実効税率  - -

（調整）    

交際費等永久に損金に算入されない項目  

税引前当期純損失であるため

注記を省略しております。

税引前当期純損失であるため

注記を省略しております。

受取配当金等永久に益金に算入されない項目

住民税均等割  

評価性引当額の増減  

その他  

税効果会計適用後の法人税等の負担率  - -

 

（セグメント情報等）

１．セグメント情報

当社の事業セグメントは、投資一任サービス事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の
記載を省略しております。

２．関連情報

EDINET提出書類

株式会社ｓｕｓｔｅｎキャピタル・マネジメント(E36006)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

34/37



前事業年度（自 2019年7月4日　至 2019年12月31日）

（1）製品及びサービスごとの情報

       サービス提供を開始しておらず営業収益がないため、該当事項はありません。

（2）地域ごとの情報

①　営業収益

        サービス提供を開始しておらず営業収益がないため、該当事項はありません。

②　有形固定資産

        本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

（3）主要な顧客ごとの情報

        サービス提供を開始しておらず、該当事項はありません。

当事業年度（自 2020年1月1日　至 2020年12月31日）

（1）製品及びサービスごとの情報

       サービス提供を開始しておらず営業収益がないため、該当事項はありません。

（2）地域ごとの情報

       ①　営業収益

          サービス提供を開始しておらず営業収益がないため、該当事項はありません。

       ②　有形固定資産

          本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

（3）主要な顧客ごとの情報

       サービス提供を開始しておらず、該当事項はありません。

 
(関連当事者情報)

該当事項はありません。

 
（１株当たり情報）

 前事業年度 当事業年度

 （自 2019年7月4日　　 （自 2020年1月1日　　

　 　至 2019年12月31日） 　至 2020年12月31日）

１株当たり純資産額（円） 6.36 0.00

１株当たり当期純損失（△）（円） △ 3.52 △ 34.11

（注1）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純損失
であるため記載しておりません。

（注2）１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 前事業年度 当事業年度

 （自 2019年7月4日　　 （自 2020年1月1日　　

　 　至 2019年12月31日） 　至 2020年12月31日）

当期純損失（△）（千円） △ 9,090 △ 112,546

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式及び普通株式と同等の株式に係る

当期純損失（△）（千円）
△ 9,090 △ 112,546

普通株式の期中平均株式数（株） 2,582,555 3,299,558

うち普通株式 2,500,000 2,500,000

うちS種優先株式 82,555 373,563

うちA種優先株式 - 425,995

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

新株予約権

（普通株式 520,000株)

新株予約権

（普通株式 520,000株)

 
（注3）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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 前事業年度 当事業年度

　 （2019年12月31日） （2020年12月31日）

純資産の部の合計額（千円） 96,746 284,534

純資産の部から控除する金額（千円） 80,836 284,534

うちS種優先株式 80,316 -

うちA種優先株式 - 284,014

うち新株予約権 520 520

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 15,910 -

１株当たりの純資産額の算定に用いられた

期末の普通株式数（株）
2,500,000 2,500,000

 
（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
 

５　【その他】

 

＜訂正前＞

（略）

（４）訴訟事件その他委託会社等に重要な影響を及ぼすことが予想される事実

　　　該当事項はありません。

 

＜訂正後＞

（略）

（４）訴訟事件その他委託会社等に重要な影響を及ぼした事実及び重要な影響を及ぼすことが

予想される事実

　　　該当事項はありません。
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第２　【その他の関係法人の概況】

 

１　【名称、資本金の額及び事業の内容】

 

＜訂正前＞

（１）受託会社

名称 資本金の額 事業の内容

名称 資本金の額 事業の内容

三菱ＵＦＪ信託銀

行株式会社

324,279百万円

（2020年3月末現在）

銀行法に基づき銀行業を営むとともに、

金融機関の信託業務の兼営等に関する法

律（以下「兼営法」といいます。）に基

づき信託業務を営んでいます。

　　＜再信託受託会社の概要＞

名称 資本金の額 事業の内容

日本マスタートラ

スト信託銀行株式

会社

10,000百万円

（2020年3月末現在）

銀行法に基づき銀行業を営むとともに、

兼営法に基づき信託業務を営んでいま

す。

 

（略）

 

＜訂正後＞

（１）受託会社

名称 資本金の額 事業の内容

三菱ＵＦＪ信託銀

行株式会社

324,279百万円

（2021年3月末現在）

銀行法に基づき銀行業を営むとともに、

金融機関の信託業務の兼営等に関する法

律（以下「兼営法」といいます。）に基

づき信託業務を営んでいます。

　　＜再信託受託会社の概要＞

名称 資本金の額 事業の内容

日本マスタートラ

スト信託銀行株式

会社

10,000百万円

（2021年3月末現在）

銀行法に基づき銀行業を営むとともに、

兼営法に基づき信託業務を営んでいま

す。

 

（略）
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